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Abstract
The purpose of this research is to examine the educational environment that promotes the self-regulated 
learning of children. To realize the purpose， it was tried to devise homeworks that improve the metacogni-
tion， and to relate it to the class. The devised homeworks of review were imposed for the ﬁfth grader in the 
public elementary school， and the effects were examined in the frame of the aptitude-treatment interaction. It 
was shown that the appropriate way of the review inﬂuences the self-regulated learning of the child to some 
degree， and brings a little favorable change for the study attitude. However， because the individual differ-
ences of how to work the home study should be large， it will be necessary to examine the factors of the indi-
vidual differences， and to plan the strategies to make the children work on their self-regulated home studies. 







学習指導要領は概ね 10 年に一度改訂されてきており，平成 20 年 3 月には新要領が告示され，小学校
















りよく問題を解決する資質や能力」である ｢ 生きる力 ｣ を育成すべき学力ととらえている．そして ､ 現
行の教育要領では，｢ ゆとり ｣ の中で子どもたちに ｢ 生きる力 ｣ を育むことを目指したカリキュラムの




































藤谷（2005）4）では，｢ 生きる力 ｣ の知的側面を ｢ メタ認知 ｣（Brown，1978）5）という概念で整理して，
それが獲得されているとは言いがたい状況であることを指摘した．メタ認知とは，認知に関する知識で

















































19 年度と比べ高くなっているが，詳しく見てみると「よく行った」が国語 70.8％，算数 71.8％，「どちら

































ておきたい．苅谷ら（2002）16）の研究において，｢ がんばっている学校 ｣ と分類された学校の特徴の中に
児童期における自己制御学習に向けた授業と家庭学習のシステム
－ 23 －


















































（Phase Ⅰ），自主学習としての復習（Phase Ⅱ），プリントによる予習（Phase Ⅲ），自主学習としての予習
（Phase Ⅳ）という順で導入し，授業においてもそれぞれの Phase の重点を踏まえた授業を行っていく．















































Fig.  1.  学習の進行に伴った指導の重点の変化
児童期における自己制御学習に向けた授業と家庭学習のシステム
－ 25 －
習と予習を導入し，授業においてもそれぞれの Phase の重点を踏まえた授業を行っていく．Phase Ⅲに
関しては，児童の取り組み方を見ながら，適宜指導をしていく必要があり，場合によっては，ⅡとⅢを
重複する形で，また個人差を考慮しながら実施することも必要と考えている．各 Phase には約 2 ヶ月間
を充てたいと考えていたが，小学校との話し合いの中で，それぞれ算数の 12 ～ 16 時間程度の単元を充
てることとなった．
学習指導の実施期間は，小学校 5 年生 3 学期制の 2 学期から 3 学期の期間に Phase Ⅱまで，同じ児童













































した期間は，Phase Ⅰが 11 月上旬から 12 月中旬にかけて，Phase Ⅱが 2 月上旬から 3 月中旬にかけて
であった．クラスによって進度に差があるため，1 週間前後の違いがあった．事後の単元末テストは，
クラス毎にそれぞれの Phase 終了後 1 週間以内に実施した．
「算数」の単元は，東京書籍の教科書を使用しているため，Phase Ⅰは，「だいたいいくらになるのかな」
（概数の計算）と「面積の求め方を考えよう」（平行四辺形と三角形の面積，いろいろな形の面積の求め方，
高さと面積の関係）の 2 単元であり，指導時間は合わせて 14～15 時間となっている．用意した宿題プリ
ントは，「だいたいいくらになるのかな」2 回分，「面積の求め方を考えよう」6 回分である．Phase Ⅱが「円
をくわしく調べよう」（円のまわりの長さ，円の面積の求め方）であり，指導時間は 13～14 時間である．
宿題プリントは 6 回分である．宿題の回数は，それぞれの単元の 2 時間に 1 回の割合を目安とした．従
来の計算プリントの宿題と交互になるように設定したものである．プリントの上部には教科書のページ
番号を明記し，教科書を参考とすることができるようにしてある．2008 年度については，単元は Phase


















本報告では Phase Ⅰ後の学力と Phase Ⅱ後の質問紙調査の結果を中心に，学習指導の効果を検討する
















得点との間の相関も，0.331 と 0.323 であった．メタ認知が学力と関連していることは示されたが，メ
タ認知のみで学力や思考力を説明できるものではないことも示されたと言える．
Table 1.  事前の適性・学力，宿題得点，事後の学力の基本統計量と相互相関
宿題得点 メタ認知 事前学力 事前思考力 事後学力 事後思考力
基本統計量
サンプル数 115 112 113 113 114 114
平均値 40.34 0.00 8.50 6.49 9.63 3.61
SD 14.30 2.76 4.06 3.88 4.57 2.26
相関係数
メタ認知 0.376 ＊＊ 1.000
事前学力 0.616 ＊＊ 0.267 ＊＊ 1.000
事前思考力 0.621 ＊＊ 0.317 ＊＊ 0.888 ＊＊ 1.000
事後学力 0.719 ＊＊ 0.331 ＊＊ 0.706 ＊＊ 0.713 ＊＊ 1.000














Phase Ⅰにおける宿題への取り組みを点数化したのが，Table 1 の宿題得点である．単に正解かどうか
ということではなく，生活事象との関連や，作問のレベル，複数の解き方をしたかなどを点数化したも
のである．標準偏差の値の大きさにも表れているが，分布を見てみると 0～33 が 36 名，34～47（平均































































付記 1： 本稿は，平成 19・20 年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）「児童期における自己制御学習に向け
た授業と家庭学習のシステム」（課題番号：19530610）（研究代表者：藤谷智子）の中間報告である．
付記 2： 本稿の一部は，「児童期における自己制御学習に向けた授業と家庭学習のシステムⅠ」として，日本教育心
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